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腫 蕩 の 診 療 に お け る ,

1 8 F 一且u o r o d e o x y gl u c o s e

( F D G) - p o sit r o n e m is si o n t o m o g r a p h y ( P E T) 検査 の

有用性は , 多く の 方面で認知され つ つ ある ｡ 現在, 医歯

学給合病院歯科の 画像診断
･

診療室 にお い ても,
一

昨年

より口腔顎顔面領域 の腫蕩 の患者さまの F D G - P E T 検査

が施行され
,
U S

,
C T

,
M R I な ど他 の 画像検査項目と伴

に
,
画像検査項目の選択枝の ひと つ と して定着 して きた ｡

従来､ 歯科領域にお ける核医学検査で は､ 腫蕩 シ ン チ グ

ラ フ ィ - ( 67 G a) , 骨 シ ン チ グ ラ フ ィ - (9 9 m T c) , 唾 液

線 シ ンチ グラ フ ィ
- (99 m T c) が多く利用 され て きた が ,

F D G - P E T 検査 の 登場に より , 腹症核医学検査の 意義は ,

病巣 の 存在診断だけで なく
, 糖代謝の情報を基に した ,

病巣 の 質的診断, 性状診断にシ フ トし つ つ ある｡ とくに

F D G - P E T 検査では , 病巣 の 集積程度の 半定量的評価 が

可能で あり, そ の 評価 に は st a n d a r diz e d u p t a k e v alu e

(S U V ) が利用され て い る1 ) ｡

F D G の集積機序に つ い て

F D G は
,
ブ ド ウ糖 の 類似体で あり, 体 内 で は ブ ドウ

糖 と同様 にグ ル コ
ー

ス トラ ン ス ポ
ー タ ー に より細胞内に

取り込まれ ,
ヘ キ ソ キ ナ

- ゼ に よ るリ ン 酸化後 に は ,

F D G -6 - リ ン 酸となるが , そ の後 の解糖系に進まな い た

め , F D G は 細胞 内にと どまる｡ 特 に腫癌細胞で は
,
脱

リ ン酸化酵素 ( グ ル コ ー ス ー 6 - ホ ス フ ァ ク ー ゼ) 活性 の

低下 して い る こ と が多く ,
F D G は 時間と ともに累積さ

れ る｡ た だ し
, 分化型肝細胞痛, 腎細胞癌 には, グ ル コ

-
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ス ー6- ホス フ ァ タ
- ゼ を豊富に有するもの があり F D G -6 -

リ ン 酸は再脱リ ン酸化され細胞外 に排出され やすく, 偽

陰性を呈す こ と がある と され て い る
2)
｡ ま た

,
F D G は

炎症 3) に も
,
ま た W a r tbi n 腫蕩や多形性腺腫な ど 一

部

の 唾液腺の 良性腫蕩 にも集積が報告されて い る
4)
｡

画像診断 ･ 診療室における P E T 検査および研究の現況

現在
,
当診療室 で は, 口腔外科 ( 口腔再塵外科 ､ 顎顔

面外科) 診療室お よび立川病院 P E T 診断セ ンタ ー

の 協

力 の もと, 現在まで 41 症例 の F D G - P E T 検査を施行 した ｡

同検査 により , 原発巣の検出, リ ン パ節転移 , 治療効果

判定, 遠 隔転移や 多重癌 の検 出5) に お い て , 多く の 臨

床的成果がもた らされて い る ｡ そ の
一

方 で
,
口腔顎顔面

領域 の構成の 複雑 さや生理的集積
,
炎症巣などの た め ,

偽陽性や偽 陰性を示す症例もある｡ F D G-P E T 画像と他

の画像所見との 比較検討や生理的集積 , 炎症にお ける有

用性の検証などは, 今後 の検討課題である｡

わ れ われ は これ まで , 口腔顎顔面領域 における F D G -

P E T 検査 の 最良の 撮像方法を研 究テ ー マ と して
,
1 )

画像デ
ー

タ収集方法によ る診断能の違 い の検討 ,
2 ) 遅

延期像撮像 の有用性の 検討, 3 ) S U V 値 と 臨床 ･

病理

組織学的関連の 検討を行 っ てきた ｡

まず, 画像 デ
ー タ収集方法に つ い て 述 べ る ｡ P E T の

画像デ
ー タ収 集方法に は ,

2 D 撮像 と 3 D 撮像が あり
,

3 D 撮像は , 短時間で高感度収集が可能な方法 で ある の

に対 し, 2 D 撮像は高 い 定量性をも っ た高分解能収集が

可能な方法 で ある 6) が
,
現在 は検査時間の 関係か ら 3 D

撮像を行うの が 一

般的と な っ て い る ｡ わ れ わ れ が C T ,

M R I と F D G-P E T 画像 とを比較検討 した結果, 原発巣

で は
,
3 D 撮像 の み の 場合と 3 D 撮像 に 2 D 撮像を加えた

場合との 間で差が認め られ なか っ た が
,
頚部リ ン パ節に

お い て は , 2 D 撮像を加 えるこ と で
,
転移が疑 われ るリ

ン パ節 の 個数の 増加が 1 2 症例 中6 症例 に認め られ た｡

こ の よう に, 3 D 撮像 に 2 D 撮像を追加する こ とが , 袷

療方針 に影響 を与える可能性が示唆され た｡

次 に , 遅延期像撮像の 有用性 に つ い て で あるが , 他 の

領域の P E T 検査で は , 早期像撮像 に加え遅延期像撮像

で の S U V 値 とそ の 変化率 R e t e n ti o n i n d e x ( RI) が , 良

悪 の鑑別に有用であると の 報告がある 7) ｡ わ れ われ の検

討で は
,
腫蕩組織にお ける S U V 値 は, バ ッ ク グラ ン ド

と比較して , 早期像よりも遅延期像にお い て 上 昇する傾

向を示 し, 早期像 と比較 して 遅延期像 で は 明 らか な

S U V 値 の 有意な上昇が認め られ ,
こ れ によ る腫療病巣
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の 描出効果の向上 が期待 できると考えられた ｡ し か し,

R I と の 間に有意な相関は認め られず, 新 たな In d e x の

検討ある い は臓器別の検討が必要と考えられ た ｡

最後 に, S U V 値 と 臨床
･

病理組織学的関連の 検討に

つ い て で あるが , 臨床的評価で は U I C C の T N M 分類 の

うち T 分類, 組織学的悪性度 で は, W H O の G r a d e 分

類お よび A n n e r ot h の 分類 ともに ,
S U V 値 お よ び R I と

の 問に有意な相関は認め られなか っ た ｡ しか し, 核分裂

像の 原皮お よび細胞密度指数
8) は S U V 値 と有意な相関

がみ られた ｡ S U V 倍 と細胞分裂指数と の 関連を示 した

M in n 9 ) ら の 報告や細胞密度 と の 関連を示 した小豆島

ら9) の 報告を裏付ける結果とな っ た ｡

今後の P E T 検査に つ い て

最近 P E T - C T フうミ使用され は じめ て い る が ,
口腔領域

で は , 歯科用金属によ るア
ー

チ フ ァ ク ト の 問題が あり ,

ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン ス キ ャ ン に代 わり , C T に て 吸収補

正を行う P E T - C T で は
,
歯科用金属 によ る メ タ ル ア ー

チ フ ァ ク トは, P E T 画像上 に て 高集積部位 となり , 柄

変 の 診断を困難とする
10)
｡ ま た ,

C T に よ る吸収補正な

しの P E T 画像 で は ,
P E T 画像上 にて高集積部位は消失

す るが
,
エ ミ ッ シ ョ ン デ

ー タ だ け の 画像 で あり, S U V

に よ る評価もできなくなると考えられ る｡

今後期待される F D G 以外の腫癌P ET イメ
ー ジング製剤

現在, 他 の イ メ
ー ジ ン グ製剤 と し て は ,

コ リ ン ( C l l -

図 F D G- P E T ,
M I P 画像

a 正面 像 b 側 面俊

夫印 : 舌腫蕩, 矢頭 : 転移リ ン パ節

C o h oli n e) 製 剤 11) , メ チ オ ニ ン ( C l l - m e thi o ni n) 輿

剤
12) な どが , 腫痘で の特異的な集積で期待 され て い る｡
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